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決算特別委員会での議員から村への質問・要望を紹介

・Q . コロナの影響が続く中で、扶助費が増えることが予想される。今後の取り組みは？

A . 保健師を増やすべきと考えている。社会福祉士の募集も行っている。

・Q . 伊那本線バス、まっくんバス運行事業継続の今後の考えは。

A . 費用対効果を考えると支出が多いが、交通弱者のためには続けていくべき事業。ぐるっ

とタクシー、福祉移送サービスなどのドアツードアへシフトしていくことも考えたい。

・Q . 特産品の販路拡大は？

A . 首都圏への移動が可能になれば、地域おこし協力隊の協力も得て販路開拓や宣伝に取り

組む。ふるさと納税返礼品としても充実させていく。

・要望：コロナの影響で扶助費の増加が予想される。健康寿命の延伸に介護予防・健康づくり

などの取り組み強化を。

・要望：村には訪問看護してくれる医師が少ない。介護保険を使ったサービスをもっと周知して。
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９月定例会は９月１日から９月１７日までの日程で開かれました。

議会提案３議案、村提案21議案はすべて原案のとおり可決、認定、同意。諮問１件は 適任。陳情が１件提出され、不採択となりました。

定例会最終日の動画をこちらからご覧いただけます。
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９月定例会は９月１日から９月１７日までの日程で開かれました。

議会提案３議案、村提案21議案はすべて原案のとおり可決、認定、同意。諮問１件は 適任。陳情が１件提出され、不採択となりました。
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沖縄戦では一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの尊い命が失われた。糸満市摩文仁の平和記

念公園内にある「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられた24万1593名の

氏名が刻銘されている。

糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、1972年の本土復帰に伴い、戦争の悲惨さや命の尊さを認識し、戦

没者の霊を慰めるために、自然公園法に基づき、戦跡としては我が国唯一の「沖縄戦跡国定公園」として指定

されている。同地域では、沖縄戦で犠牲を強いられた県民や命を落とされた兵士の遺骨が残されており、戦後

76年が経過した今でも戦没者の収骨が行われている。

さきの大戦で犠牲になった人々の遺骨が入った土砂を埋立てに使用することは人道上許されない。

よって、下記の事項が速やかに実現されることを強く要請する。

記

１ 悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないこと。

２ 日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情を鑑み、「戦没者の遺骨収集の推進に関す

る法律」により、日本政府が主体となって戦没者遺骨収集を実施すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年９月17日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、環境大臣、

防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を

及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度においても財源不足が避けら

れない厳しい状況に直面している。

地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、

デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、増嵩が見込まれる社会保障等への財政需要の対応に迫られており、

このためには、地方税財源の充実が不可欠である。

よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよ

う、強く要望する。

記

１ 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」において、

令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢

化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされない

よう、十分な総額を確保すること。

２ 生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措

置は、国庫補助金によって継続すること。市町村負担は廃止すること。

３ 令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担

調整措置については、令和３年度限りとすること。負担調整措置をやめたときに、急激に上がることがな

いように緩和措置等を検討すること。

４ 令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、

緊急経済対策が必要な状況が続く間は特例措置を維持すること。ただし、税縮小の先例にはしない。

５ 炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分する

こと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年９月17日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、

経済再生担当大臣

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
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れ
違
い
が
困
難
で
見
通
し

も
悪
い
。
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
る
た
め
、
安
全

対
策
を
進
め
る
べ
き
危
険

な
箇
所
。
県
議
、
伊
那
建
、

村
の
三
者
で
現
地
調
査
を

行
い
、
県
に
早
急
な
対
応

を
強
く
要
望
す
る
。

問

村
の
個
別
避
難
計

画
作
成
の
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
で
あ
る
か
。

村
長

各
地
区
の
自
主

防
災
会
を
通
じ
て
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

し
、
村
・
社
協
・
民
生
委

員
・
自
主
防
で
管
理
し
て

お
り
、
災
害
時
に
活
用
可

能
。
今
年
度
は
策
定
優
先

度
の
基
準
を
設
け
、
個
別

避
難
計
画
対
象
者
を
絞
り

込
む
。
財
政
負
担
が
大
き

な
事
業
で
あ
り
、
次
年
度

予
算
に
計
上
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

土
砂
災
害
警
戒
区

域
・
天
竜
川
浸
水
想
定
区

域
の
避
難
指
示
発
令
の
住

民
へ
の
周
知
は
。

村
長

事
前
の
啓
発
は
、

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
自

主
防
災
活
動
な
ど
で
、
有

事
の
際
の
伝
達
は
、
防
災

無
線
・
メ
ー
ル
配
信
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周
知
を
行
う
。

問

園
外
保
育
の
安
全

管
理
、
下
見
な
ど
の
安
全

対
策
は
。

村
長

保
育
所
保
育
指

針
並
び
に
そ
の
解
説
な
ど

を
も
と
に
進
め
て
い
る
。

遠
足
な
ど
園
外
活
動
は
必

ず
下
見
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
気
を

引
き
締
め
て
い
く
。

問

村
道
１
０
０
９
号

線（
北
殿
中
川
原
団
地
東
）

の
カ
ラ
ー
舗
装
改
修
は
。

村
長

国
道
１
５
３
号

伊
那
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴

い
、
Ｈ
24
年
度
に
村
道
拡

幅
工
事
で
村
が
実
施
。
カ

ラ
ー
舗
装
に
は
ガ
ラ
ス
材

を
骨
材
と
し
て
使
用
し
て

お
り
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
両
面
あ
る
。
当
時

は
地
元
住
民
ら
の
強
い
要

望
も
あ
り
ガ
ラ
ス
入
り
カ

ラ
ー
舗
装
に
し
た
。
宅
地

化
も
進
ん
で
お
り
現
場
の

状
況
を
確
認
し
て
対
応
を

考
え
て
い
く
。

問

通
学
路
安
全
対
策

の
た
め
の
緊
急
点
検
の
結

果
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
。教

育
長

８
月
18
日
に

通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点

検
を
実
施
。
重
点
箇
所
30

か
所
を
現
地
確
認
し
た
。

10
月
の
通
学
路
安
全
推
進

協
議
会
で
、
対
策
方
針
を

決
定
す
る
予
定
。

問

教
職
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
夏
休
み

に
設
け
た
学
校
閉
庁
日
の

教
職
員
の
よ
う
す
は
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
。

教
育
長

３
校
と
も
、

学
校
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ

ー
ク
と
し
て
学
校
を
閉
じ

た
。
多
く
の
職
員
が
、
業

務
か
ら
離
れ
た
時
間
を

し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
で

き
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

閉
庁
日
で
の
問
題

点
は
何
か
。

教
育
長

閉
庁
日
で
も

校
内
工
事
の
内
容
に
よ
っ

て
は
校
長
、教
頭
、教
職
員

の
立
ち
合
い
が
必
要
な
状

況
も
あ
る
。
学
校
閉
庁
日

の
平
日
は
教
育
委
員
会
、

以
外
は
教
育
長
、
教
育
次

長
、
学
校
教
育
係
長
が
対

応
し
て
い
る
。
本
年
度
は

問
題
点
は
な
か
っ
た
。

道
路
拡
幅
を
県
に
強
く
要
望
す
る
（
村
長
）

都志今朝一



(７)

加 藤 泰 久 知恵を出し合い乗り切る（村長）

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
歳
入
減
は
。

村
長

Ｒ
２
年
度
の
大

き
な
減
収
は
法
人
税
が
８

４
０
０
万
円
38
・
２
％
減
、

入
湯
税
が
１
５
０
０
万
円

37
・
７
％
減
、
た
ば
こ
税

が
７
０
０
万
円
、
６
・
４

％
減
と
な
っ
て
い
る
。
Ｒ

３
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
想
定
さ
れ
る
中
、
慎
重

な
予
算
を
立
て
て
い
く
。

問

コ
ロ
ナ
対
応
に
費

や
し
た
額
は
。

村
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
関
連
事
業

費
は
Ｒ
２
年
度
は
、
国
、

県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付

金
を
活
用
し
て
実
施
し
た
。

財
源
は
国
庫
出
資
金
19
億

１
６
０
０
万
円
、
県
出
資

金
３
４
０
０
万
円
、
村
一

般
財
源
４
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
事
業
の
大
き

な
順
か
ら
、
１
人
10
万
円

の
特
別
給
付
金
が
15
億
６

８
０
０
万
円
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
２
億
９

７
０
０
万
円
。
そ
の
内
訳

と
し
て
大
き
な
順
か
ら
、２

０
０
０
円
の
商
品
券
配
布

事
業
、
開
発
公
社
へ
の
協

力
金
、
制
度
資
金
保
証
料
、

学
校
給
食
費
支
援
、
新
生

児
特
別
給
付
事
業
な
ど
が
、

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

事
業
。
こ
の
他
に
小
中
学

校
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
に
７

３
０
０
万
円
。
Ｒ
３
年
度
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
９
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

問

今
後
の
事
業
計
画

へ
の
影
響
は
。

村
長

悪
い
影
響
が
多

い
。
普
通
歳
入
が
減
少
し

た
場
合
は
、
各
自
治
体
の

財
政
事
情
に
対
す
る
自
主

財
源
の
不
足
分
を
補
う
た

め
に
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
、
経
常
的
支
出
に
対

し
て
は
大
き
な
影
響
は
な

い
。
新
た
に
計
画
し
た
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
基
本
的
に
は
国
の
交

付
金
や
交
付
税
の
対
象
と

な
る
起
債
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
基
金
を
取
り
崩
す
必
要

も
生
じ
て
く
る
。
中
長
期

的
目
線
で
健
全
財
政
の
観

点
か
ら
も
影
響
は
大
き
い
。

問

予
定
さ
れ
る
大
型

事
業
は
。

村
長

村
で
は
毎
年
３

か
年
計
画
に
よ
り
大
型
事

業
や
事
業
が
偏
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
進
め
て
い

る
。
現
在
の
３
か
年
計
画

で
予
定
し
て
い
る
大
型
事

業
の
主
な
も
の
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事

業
８
億
７
２
０
０
万
円
、

南
箕
輪
小
学
校
北
校
舎
改

修
事
業
６
９
０
０
万
円
、

中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

６
０
０
０
万
円
、
村
道
３

０
０
８
号
（
北
原
）
道
路

拡
幅
工
事
８
０
０
０
万
円
、

村
道
中
込
線
歩
道
工
事
７

０
０
０
万
円
、
村
道
10
号

線
舗
装
修
繕
５
０
０
万
円
。

他
に
南
部
小
学
校
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
改
修
、

大
芝
グ
ラ
ン
ド
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
改
修
。
新
た
に
Ｒ
４

年
度
以
後
の
３
か
年
計
画

で
は
村
の
財
政
状
況
や
、

国
、
県
の
交
付
金
や
起
債

な
ど
鑑
み
な
が
ら
計
画
し

て
い
く
。

令 和 ２ 年 度 決 算 の 概 要
【地方財政状況調査より】



(８)

問

若
年
層
へ
の
接
種

促
進
対
策
は
。

村
長

広
報
は
、
メ
デ

ィ
ア
等
で
報
道
さ
れ
て
お

り
十
分
と
考
え
て
い
る
。

接
種
環
境
は
、
曜
日
・
時

間
帯
を
学
生
向
け
に
調
整

し
た
。
未
成
年
者
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
本
人
と
保

護
者
に
リ
ス
ク
と
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
十
分
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

問

ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

の
予
定
は
。

村
長

現
段
階
で
国
等

か
ら
正
式
な
情
報
提
供
は

な
い
。
状
況
を
注
視
し
対

応
し
て
い
く
。

学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問

リ
モ
ー
ト
授
業
の

実
施
体
制
の
現
状
は
。

教
育
長

９
月
か
ら
端

末
の
持
ち
帰
り
を
実
施
し

て
い
る
。
リ
モ
ー
ト
授
業

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

の
延
長
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
。

問

臨
時
休
校
等
に
お

け
る
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

体
制
は
。

村
長

原
則
と
し
て
開

所
す
る
。
体
制
は
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
構
築
し

て
い
く
。

自
治
会（
区
）運
営
に

つ
い
て

問

自
治
会
加
入
の
状

況
と
加
入
促
進
対
策
は
。

村
長

Ｒ
３
年
４
月
時

点
で
ア
パ
ー
ト
を
含
め
た

加
入
率
は
66
％
、
一
軒
家

世
帯
で
88
％
。
Ｒ
２
年
度

転
入
の
一
軒
家
世
帯
の
加

入
率
は
80
％
と
年
々
微
減

傾
向
。

対
策
と
し
て
、
転
入
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
加
入
後
の

納
得
感
を
高
め
て
い
き
た

い
。問

役
員
の
な
り
手
不

足
対
策
や
業
務
負
担
軽
減

の
検
討
は
。

村
長

各
区
の
役
員
の

状
況
共
有
、
ま
た
村
か
ら

選
出
を
依
頼
し
て
い
る
役

員
の
整
理
を
し
、
今
後
必

要
な
役
員
の
精
査
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
村
と
し

て
も
依
頼
事
項
の
精
査
を

進
め
て
い
く
。

防
災
・
減
災
対
策

問

防
災
無
線
・
メ
ー

ル
以
外
の
情
報
提
供
ツ
ー

ル
の
検
討
は
。

村
長

当
初
予
定
通
り
、

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
導
入
す
る
。
ま

た
、
防
災
ア
プ
リ
の
検
討

も
進
め
て
い
く
。

問

公
共
施
設
の
想
定

災
害
の
見
直
し
の
必
要
は
。

村
長

想
定
災
害
の
見

直
し
を
行
う
必
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
早
期

に
起
こ
せ
る
よ
う
研
究
を

進
め
て
い
く
。

道
路
整
備

問

道
路
拡
幅
時
の
近

隣
住
民
の
安
全
確
保
は
。

村
長

地
元
住
民
か
ら

安
全
確
保
に
つ
い
て
の
要

望
を
聞
き
取
り
、
必
要
に

応
じ
て
速
度
抑
制
の
対
策

を
実
施
し
て
い
く
。
道
路

改
良
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の

説
明
を
て
い
ね
い
に
行
っ

て
い
く
。

登内瑞貴

リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
理
解
が
重
要
（
村
長
）



(９)

正確な把握は難しいが想定より早く進んだ（村長）

問

当
初
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
が
、
他
自
治

体
よ
り
低
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。
優
先
接
種
と
し
た

業
種
の
接
種
率
の
早
期
把

握
と
勧
奨
は
。

村
長

本
村
は
県
下
一

若
い
村
で
あ
り
、
７
月
末

ま
で
に
多
く
の
高
齢
者
に

接
種
し
た
自
治
体
と
比
べ

る
と
接
種
率
は
低
く
な
る
。

優
先
接
種
対
象
者
の
接
種

率
把
握
は
難
し
い
が
、
村

全
体
の
接
種
率
か
ら
、
大

多
数
の
希
望
者
が
接
種
し

て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

勧
奨
の
具
体
例
と
し
て
は
、

７
月
末
に
行
わ
れ
た
信
大

農
学
部
の
職
域
接
種
に
急

き
ょ
空
き
が
で
き
、
優
先

接
種
対
象
の
消
防
団
員
約

60
人
に
想
定
よ
り
早
く
接

種
で
き
た
。

問

夏
休
み
中
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
密
を
避

け
る
対
策
は
。

村
長

南
小
で
は
低
学

年
１
０
０
人
を
こ
ど
も
館

で
、
高
学
年
40
人
は
小
学

校
の
家
庭
科
室
と
図
工
室

を
利
用
し
た
。
南
部
小
で

は
体
育
館
前
の
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
机
を
配
置
し
て

勉
強
や
食
事
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
密
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
た
。
現
状

の
ス
ペ
ー
ス
で
は
足
り
な

く
な
る
今
後
を
見
据
え
て
、

改
修
等
検
討
を
し
て
い
く
。

問

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど

も
の
肥
満
・
痩
身
が
増
え

た
。
本
村
の
学
校
保
健
統

計
調
査
の
傾
向
は
。

教
育
長

肥
満
は
全
国

同
様
、
小
中
学
校
で
増
加

傾
向
。
痩
身
は
、
中
学
校

で
増
加
傾
向
。
コ
ロ
ナ
禍

が
要
因
か
は
難
し
い
。
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
て
き
て
お
り
、
学

校
保
健
委
員
会
や
父
親
母

親
委
員
会
で
、
家
庭
向
け

に
通
信
等
の
発
信
を
し
て

い
る
。

問

土
砂
災
害
が
深
刻

だ
。
７
月
13
日
南
部
小
の

浸
水
、
８
月
14
日
の
大
雨

に
よ
る
避
難
指
示
で
、
15

年
前
の
教
訓
を
ど
う
生
か

す
か
。

村
長

コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
年
の
防
災
訓
練
は
Ｈ
18

年
７
月
の
状
況
を
想
定
し

た
内
容
で
行
う
予
定
だ
っ

た
。
今
回
の
大
雨
は
そ
の

時
の
状
況
に
近
く
、
対
策

本
部
の
設
置
や
避
難
勧
告

の
発
令
は
、

15
年
前
の
教

訓
を
生
か
し

早
め
の
対
応

が
で
き
た
。

避
難
所
開
設

な
ど
の
反
省

点
や
課
題
は
、

今
後
し
っ
か

り
検
証
し
て

い
く
。

問

消
防

団
の
な
り
手

不
足
が
深
刻
。

待
遇
改
善
を
。

村
長

７
月
に
消
防
委

員
会
を
開
催
。
団
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
協
議
し
、

方
向
性
と
し
て
は
報
酬
を

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

消
防
団
に
対
す
る
住
民
の

意
識
改
善
を
図
れ
る
よ
う
、

消
防
委
員
会
や
消
防
団
幹

部
と
対
話
を
重
ね
検
討
を

進
め
る
。
南
部
小
の
浸
水

に
も
消
防
署
や
消
防
団
が

出
動
し
た
。
火
災
よ
り
も

自
然
災
害
が
増
え
る
。

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
農
業
は

緑
を
増
や
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。

農
業
共
済
事
業
の
補
助
を
、

村
で
も
実
施
し
て
は
。

村
長

近
年
の
予
想
を

超
え
る
自
然
災
害
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
保

証
す
る
収
入
保
険
の
加
入

促
進
の
支
援
は
必
要
。
検

討
を
進
め
て
い
く
。

唐 澤 由 江
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問

現
在
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
進
行
し
つ
つ

あ
る
未
就
学
児
・
小
学
生

に
対
す
る
具
体
的
な
予
防

体
制
は
。

村
長

保
育
園
は
、
厚

労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

基
に
行
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
登
園
時
の
検
温
、

給
食
時
向
き
合
わ
な
い
対

策
な
ど
。デ
ル
タ
株
流
行
で

全
国
的
に
小
さ
な
子
ど
も

に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る

中
、
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
を
目
的
に
登
園
自
粛
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

教
育
長

予
防
接
種
法

で
12
歳
以
上
で
な
け
れ
ば

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
で
き
な

い
。
感
染
し
な
い
・
さ
せ

な
い
対
策
と
し
て
、
新
し

い
生
活
様
式
に
基
づ
い
て

対
策
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ

ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
家
庭
・
保
育
園
、

学
校
と
の
連
絡
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

問

中
央
病
院
を
中
心

と
し
た
医
療
体
制
の
状
況

は
。村

長

全
国
的
に
医
療

が
ひ
っ
迫
し
８
月
20
日
に

医
療
非
常
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
。
伊
那
保
健
所

管
内
で
は
、
９
月
９
日
現

在
入
院
18
名
と
な
っ
て
い

る
。
最
近
県
内
の
感
染
状

況
や
病
床
使
用
率
の
状
況

に
よ
り
、
県
独
自
の
医
療

警
報
に
切
り
替
わ
っ
た
。

伊
那
中
病
の
医
療
体
制
は

20
床
増
設
を
検
討
し
た
。

感
染
力
の
強
い
変
異
株
が

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

感
染
防
止
が
重
要
で
あ
る
。

大
泉
川
上
流
砂
防
工
事

問

大
雨
に
よ
る
道
路

防
災
工
事
は
。

村
長

山
の
中
の
道
路

は
、
定
期
的
に
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
状
況
を
確

認
す
る
。
小
規
模
な
被
害

箇
所
は
維
持
管
理
の
中
で
、

速
や
か
な
対
応
を
基
本
と

す
る
。
近
年
多
発
し
て
い

る
豪
雨
や
台
風
等
に
よ
り

路
面
洗
掘
、
路
肩
決
壊
や

倒
木
等
の
被
害
を
受
け
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

問

滝
洗
沢
地
内
に
堤

防
の
設
置
は
。

村
長

こ
の
沢
の
水
は

生
活
・
農
業
用
水
と
し
て

歴
史
が
あ
る
。
Ｓ
50
年
代
、

県
治
山
事
業
と
し
て
斜
面

に
簡
易
土
留
め
や
ふ
と
ん

篭
が
設
置
さ
れ
た
。
豪
雨

被
害
を
受
け
て
現
地
の
状

態
を
確
認
し
、
砂
防
堤
防

な
ど
構
造
物
に
つ
い
て
一

部
破
損
や
老
朽
化
が
見
ら

れ
る
箇
所
が
あ
る
。
関
係

地
区
と
も
連
携
し
て
治
山

事
業
と
し
て
要
望
し
て
い

く
。

大
芝
荘
に
つ
い
て

問

基
本
的
な
考
え
は

あ
る
か
。

村
長

コ
ロ
ナ
禍
等
に

よ
り
経
営
悪
化
で
営
業
休

止
の
大
芝
荘
は
、
再
建
委

員
会
で
検
討
し
て
11
月
を

め
ど
に
公
表
し
て
い
く
。

問

営
業
再
開
は
。

村
長

そ
の
ま
ま
再
開

す
る
と
宿
泊
、
飲
食
業
と

な
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
。

ま
だ
ま
だ
検
討
段
階
で
あ

る
。問

再
開
に
向
け
て
利

用
者
に
優
し
い
施
設
運
営

は
。村

長

優
し
い
施
設
、

コ
ン
セ
プ
ト
が
今
後
必
要
、

大
芝
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
今
後
示
し
て
い
く

意
向
。
こ
れ
を
活
用
で
き

る
組
織
、
人
材
の
確
保
が

最
優
先
。

原 源 次

11
月
を
め
ど
に
再
建
委
員
会
で
公
表
（
村
長
）

に
及
ん
で
い
る
。
基
本
的
な

現
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル



(11)

三 澤 澄 子

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
第

５
波
は
レ
ベ
ル
４
に
下

が
っ
た
が
行
事
の
中
止
な

ど
引
き
続
き
の
対
策
は
続

く
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
は
。
受
験
生
へ
の
集
中

接
種
を
。

村
長

９
月
10
日
時
点

で
２
回
目
51
・
７
％
ま
で

済
ん
だ
。
11
月
の
早
い
段

階
で
希
望
者
接
種
を
終
了

予
定
。
学
生
接
種
は
大
芝

荘
の
接
種
時
間
を
金
曜
日

夜
間
、
土
曜
日
午
後
に
設

定
し
た
の
で
予
約
枠
で
接

種
を
。
11
月
以
降
は
接
種

で
き
な
か
っ
た
人
や
新
た

に
12
歳
に
な
っ
た
人
へ
の

対
応
の
み
に
切
り
替
わ
る
。

問

検
査
で
感
染
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
は
重
要
。
検

査
体
制
は
充
実
し
た
か
。

医
療
、
介
護
は
定
期
的
に
、

必
要
な
人
に
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
何
度
で
も
検
査

を
。村

長

身
近
な
医
療
機

関
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
原
検
査

が
で
き
る
。
民
間
事
業
所

の
自
主
検
査
へ
の
補
助
も

あ
る
。
他
県
と
の
往
来
時

は
早
期
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
県
事
業
）
で
６
０
０
人

分
の
簡
易
キ
ッ
ト
を
使
え

る
の
で
利
用
を
。

問

県
内
で
も
入
院
、

宿
泊
療
養
と
同
じ
く
ら
い

の
自
宅
療
養
、
調
整
中
の

現
状
が
あ
る
。
必
ず
医
療

に
つ
な
が
る
体
制
を
。

村
長

宿
泊
療
養
は
医

師
は
オ
ン
コ
ー
ル
で
、
看

護
師
は
常
駐
。
自
宅
療
養

は
健
康
観
察
セ
ン
タ
ー
か

ら
速
や
か
に
医
療
に
つ
な

げ
る
。

問

新
た
な
変
異
株
も

出
て
第
６
波
の
心
配
も
。

活
動
再
開
の
見
通
し
と
引

き
続
き
の
支
援
が
必
要
で

は
。村

長

ワ
ク
チ
ン
は
重

症
化
予
防
の
効
果
も
あ
り
、

治
療
薬
の
話
も
出
て
き
て

い
る
。
経
済
支
援
対
策
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援

は
、
８
月
に
対
象
者
に
通

知
を
送
付
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
の
課
題

問

避
難
所
開
設
時
コ

ロ
ナ
対
応
で
の
課
題
は
。

福
祉
避
難
所
へ
の
個
別
テ

ン
ト
、
簡
易
ベ
ッ
ト
等
備

品
整
備
を
。
福
祉
避
難
所

の
避
難
確
保
計
画
を
。
各

区
整
っ
た
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
設

備
を
使
っ
た
防
災
、
減
災

の
学
習
、
訓
練
を
。

村
長

コ
ロ
ナ
禍
で
は

避
難
所
収
容
人
数
は
約
半

分
に
な
る
。
知
人
、
親
戚

宅
も
選
択
肢
に
。
今
回
は

広
域
避
難
所
と
し
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
と
村
民
体
育

館
を
開
設
し
た
。
Ｗ
ｉ
・

Ｆ
ｉ
を
使
っ
た
訓
練
は
実

施
し
て
い
く
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
確
認
や
啓
発
は

続
け
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
と
子
ど
も
の
育
ち

問

一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
い
じ
め
に
使
わ

れ
た
報
道
が
。
子
ど
も
の

個
人
情
報
保
護
を
。
使
い

方
等
の
支
援
を
。
不
登
校

生
徒
に
は
端
末
活
用
で
学

習
参
加
の
き
っ
か
け
に
つ

な
が
る
。
先
行
利
用
は
。

「
主
人
公
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は

な
く
子
ど
も
」
の
取
り
組

み
を
。

教
育
長

パ
ス
ワ
ー
ド

や
Ｉ
Ｄ
を
別
に
し
て
個
人

情
報
保
護
は
さ
れ
て
い
る
。

不
登
校
生
徒
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
利
用
し
て
い
る
。

道
具
と
し
て
ど
う
使
う
か
、

教
員
と
子
ど
も
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
い
の
ち
に
光

が
当
た
っ
て
い
な
け
れ
ば

子
ど
も
を
追
い
詰
め
る
。

主
体
的
、
体
験
的
深
い
学

び
が
基
本
だ
と
思
う
。

子どものいのちに光が当たる
学びを進める（教育長）
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問

避
難
者
受
け
入
れ

の
際
に
記
入
す
る
避
難
者

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
配
慮

が
必
要
な
人
の
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
記
入
で
き
る

よ
う
改
善
し
て
は
。

村
長

避
難
者
受
け
入

れ
時
に
住
所
や
家
族
人
数

分
の
氏
名
な
ど
、
必
要
最

低
限
の
情
報
の
み
記
入
し

て
、
避
難
後
少
し
落
ち
着

い
て
か
ら
残
り
の
部
分
を

記
入
す
る
流
れ
を
想
定
し

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、
そ
の
流
れ
が
ス
タ
ッ

フ
等
全
員
の
共
通
認
識
と

な
っ
て
い
な
い
。
記
入
項

目
や
記
入
方
法
な
ど
、
見

や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ

も
含
め
て
改
善
し
た
い
。

問

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
品
の
備
蓄
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
品
を
扱
う
企

業
や
団
体
と
の
災
害
時
協

定
、
避
難
所
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
研
修
が
必
要

で
は
。

村
長

現
在
の
備
蓄
食

料
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
完
全

に
配
慮
し
た
も
の
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
次
の
調

達
の
際
に
は
配
慮
し
た
い
。

ま
た
、
専
門
的
に
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
品
を
扱
う
企

業
や
団
体
と
の
災
害
時
協

定
も
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。
現
在
は
長
野
県
栄
養

士
会
と
「
災
害
時
に
お
け

る
栄
養
・
食
生
活
支
援
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
結

ん
で
お
り
、
災
害
時
に
は

「
Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
（
日
本

栄
養
士
会
災
害
支
援
チ
ー

ム
）」
が
被
災
者
や
要
配

慮
者
へ
の
巡
回
栄
養
・
食

生
活
相
談
や
指
導
を
行
う

他
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

品
・
母
乳
の
代
わ
り
に
な

る
も
の
・
高
齢
者
向
け
食

品
の
提
供
も
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本

村
の
栄
養
士
１
名
が
こ
の

「
Ｊ
Ｄ
Ａ-
Ｄ
Ａ
Ｔ
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

お
り
、
有
事
の
際
に
は
頼

っ
て
い
き
た
い
。
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
研
修
に
つ
い

て
も
、
自
主
防
災
会
・
赤

十
字
奉
仕
団
・
防
災
士
と

連
携
を
図
っ
て
、
実
施
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

問

粉
ミ
ル
ク
・
液
体

ミ
ル
ク
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ミ
ル
ク
の
備
蓄
も
必
要

で
は
。

村
長

災
害
時
に
は
国

か
ら
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援

物
資
と
し
て
液
体
ミ
ル
ク

や
哺
乳
瓶
が
届
け
ら
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

発
災
後
数
日
で
届
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
れ
ま
で

の
間
の
た
め
に
備
蓄
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
消

費
期
限
は
短
い
が
、
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式
な

ど
確
立
で
き
れ
ば
可
能
。

専
門
家
の
意
見
も
聞
い
て

導
入
を
進
め
た
い
。

問

災
害
時
支
援
用
バ

ン
ダ
ナ
を
作
成
し
、
視
覚

障
が
い
・
聴
覚
障
が
い
・

見
た
目
で
は
わ
か
り
に
く

い
障
が
い
を
持
つ
、
支
援

が
必
要
な
人
に
無
償
配
布

し
て
は
。

村
長

避
難
所
な
ど
で

障
が
い
者
や
難
病
患
者
に

対
し
て
情
報
が
届
き
に
く

く
、
支
援
か
ら
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
情
報
を
届
き
や

す
く
す
る
１
つ
の
手
段
と

し
て
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
無
償
配
布
で

は
な
く
、
避
難
所
開
設
時

の
備
品
の
中
に
配
備
す
る

形
で
研
究
を
進
め
た
い
。

問

個
別
避
難
計
画
の

早
期
作
成
の
た
め
に
、
次

年
度
予
算
を
ど
の
よ
う
に

計
上
す
る
か
。

村
長

個
別
避
難
計
画

作
成
は
非
常
に
労
力
が
か

か
る
作
業
。
今
の
職
員
体

制
で
は
無
理
な
の
で
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
相
談

支
援
専
門
員
へ
の
委
託
な

ど
外
部
の
力
を
借
り
て
、

必
要
な
体
制
構
築
を
進
め

る
。
予
算
計
上
は
落
ち
が

な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

必
要
な
備
え
や
配
慮
を
検
討
し
て
い
く
（
村
長
）

笹沼美保
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山 﨑 文 直 計画的に進めていきたい（村長）

問

七
月
十
三
日
南
部

地
域
の
局
地
的
な
豪
雨
に

よ
り
、
南
部
小
校
内
に
浸

水
す
る
被
害
が
発
生
し
た
。

消
防
団
、
教
職
員
、
地
域

の
協
力
で
早
い
対
応
が
で

き
、
地
域
力
の
大
切
さ
が

示
さ
れ
た
。
南
部
小
浸
水

対
策
費
用
が
補
正
予
算
に

盛
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校

以
外
の
状
況
も
考
慮
し
て

設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
長

梅
雨
前
線
等

の
影
響
で
一
時
間
18
ミ
リ

以
上
の
雨
に
よ
り
、
南
部

小
は
１
階
の
普
通
教
室
、

多
目
的
ホ
ー
ル
、
廊
下
等

が
床
上
浸
水
し
大
き
な
被

害
が
出
た
。
用
務
員
・
教

員
等
で
ま
ず
消
防
署
に
通

報
。
そ
れ
か
ら
消
防
団
、

教
員
等
に
連
絡
。
翌
日
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20
名
ほ
ど

の
協
力
が
あ
り
、
清
掃
・

消
毒
を
行
っ
た
。
一
日
休

校
し
た
こ
と
は
申
し
訳
な

か
っ
た
。
翌
日
土
の
う
袋
、

溝
堀
な
ど
の
応
急
処
置
を

行
っ
た
。
原
因
は
乾
燥
続

き
の
と
こ
ろ
に
集
中
豪
雨

が
あ
り
水
が
吸
収
し
き
れ

な
か
っ
た
。
Ｈ
８
年
学
校

開
校
以
来
数
回
の
増
築
を

重
ね
た
が
、
排
水
機
能
が

十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
雨
水
排
水
の

調
査
、
排
水
経
路
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
安
心
安

全
な
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
。
西
側
農
地
か
ら
の
流

入
対
策
も
合
わ
せ
て
進
め

る
。西

部
開
発
地
域
の

農
道
防
災
対
策

問

西
天
竜
以
西
の
地

域
で
は
Ｓ
47
年
か
ら
伊
那

西
部
土
地
改
良
事
業
が
行

わ
れ
た
。
経
過
の
中
で
農

地
の
区
画
整
理
が
で
き
ず
、

農
道
整
備
を
先
行
し
て
実

施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
排
水
の
た
め
の
側
溝
が

な
い
道
路
が
あ
る
。
現
在

は
宅
地
化
が
進
み
排
水
が

心
配
な
地
域
が
あ
る
。
計

画
的
な
排
水
対
策
を
望
む
。

村
長

近
年
地
球
温
暖

化
な
の
で
災
害
の
発
生
頻

度
が
増
加
し
て
い
る
。
特

に
南
原
区
に
お
い
て
は
宅

地
化
、
舗
装
に
よ
り
土
地

の
保
水
能
力
が
低
下
し
て

い
る
。
現
在
排
水
は
２
か

所
に
集
中
し
て
い
て
、
排

水
能
力
を
超
え
る
場
合
が

あ
る
。
対
策
の
た
め
Ｈ
28

年
度
に
南
原
区
・
大
芝
区

の
雨
水
排
水
対
策
の
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
に

基
づ
き
Ｒ
３
年
度
に
南
原

区
で
側
溝
な
ど
の
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

地
区
の
要
望
も
聞
き
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
避
難
対
策
の

方
針
は

問

高
齢
者
の
避
難
時

に
は
多
く
の
人
員
が
必
要

に
な
る
。
介
護
事
業
所
な

ど
と
の
連
携
は
。

村
長

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
や
介
護
事
業
所
、
障
が

い
福
祉
事
業
所
の
専
門
職

は
、
要
支
援
者
の
介
護
状

況
や
障
が
い
程
度
に
つ
い

て
、
気
に
な
る
人
の
情
報

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

具
体
化
す
る
の
が
個
別
避

難
計
画
に
な
る
。
自
主
防

災
会
は
連
絡
会
を
行
っ
て

い
る
。
役
員
は
で
き
る
だ

け
複
数
年
で
引
き
継
ぎ
が

う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。
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定例会で「検討」および「実施する」と答弁した項目の処理状況報告

●●

その後の対応

村のマンパワーについては令和３

年４月１日付で１名、４月15日付で

１名（兼務）を増員した。接種会場

やワクチン配送、ウェブ予約相談等

の業務を全庁体制で行っている。

上伊那農業高校を含む「再編・整

備計画（２次）」について、６月30日

に住民説明会が行われたところで、

懇話会はまだ実施されていない。懇

話会以外では、まだ要望を上げる段

階ではないと考えている。

７月に県外との往来をする学生を

対象に補助金交付要綱を制定し、７

月から９月までの間、検査費用の一

部（上限１万円）を補助している。

９月３日までに24件の申請があった。

こども館では、健全育成の観点か

ら、基本的な生活習慣を身につけて

もらうため、正午には一旦帰宅して

昼食をとるよう声かけをしているが、

昼食をとっている場合は正午から13

時までの間でも入館を可とした。ア

レルギーを持っている方の利用があ

るため、館内では水分補給以外の飲

食をご遠慮いただいている。

答 弁 内 容

保健所の充実は、国・県へ

町村会として常に要望してい

る。村のマンパワーも必要で、

ワクチン接種について１人増

やす予定。

２次案では４校を再編し、

３学科の総合技術高校になる。

地元になくてはならない高校

なので、今後行われる懇話会

で村として要望を上げるべき

ところは上げていく。

若者回帰の事業を支援する

取り組みは、積極的に行って

いきたい。

利用できない時間や食事が

できないといった措置は適切

であるとは考えていない。運

用方法を変更していきたい。

質問者・内容

■三澤 澄子 新型コロナ

ウイルス感染症の終息が見

えない中、公衆衛生の要で

ある保健所の体制強化を県

に求めるとともに、村内の

人員体制の強化も必要では。

■三澤 澄子 高校再編で

上伊那農業高校はどうなる

か。村としての要望も出し

ていくべきでは。

■原 源 次 県外との往

来を行う若者を対象に感染

症検査費用を補助しては。

■笹沼 美保 こども館の

利用について、食事可能な

時間と場所を設定して昼の

閉館をなくしては。

Ｒ
３
年
３
月
定
例
会

Ｒ

３

年

６

月

定

例

会

またまた

やりま
～す！

やりま
～す！

また

やりま
～す！
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７
月
13
日
夜
の
豪
雨
で
床
上
浸
水
し
た
南
部
小
学
校
の
、

被
害
状
況
や
応
急
処
置
を
確
認
す
る
た
め
、
16
日
に
視
察
を

行
っ
た
。
清
水
教
育
長
、
教
育
委
員
会
職
員
、
島
尻
校
長
か

ら
災
害
発
生
時
の
よ
う
す
や
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

浸
水
し
た
校
舎
内
や
土
の
う
を
積
ん
だ
現
場
、
仮
設
の
排
水

路
な
ど
を
検
証
し
た
。

今
回
の
浸
水
被
害
で
、
校
舎
内
の
清
掃
・
消
毒
の
た
め
に

１
日
休
校
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
抜
本
的
な
対
策
の
た
め
に
行
政
と
協
力

し
て
い
き
た
い
。

令
和
３
年
８
月
24
日
村
民
セ
ン
タ
ー

で
、
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
と
教
育
関

係
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。『
小

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
村
内
小
中
学

校
の
校
長
・
教
頭
、
教
育
委
員
会
か
ら

説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
配
備
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
カ
メ
ラ

機
能
を
使
っ
て
観
察
記
録
を
作
成
す
る

な
ど
授
業
に
活
か
す
よ
う
す
や
、
効
果

的
な
活
用
に
向
け
て
教
職
員
も
工
夫
や

研
究
を
し
て
い
る
状
況
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

持
ち
帰
り
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
各
家
庭
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
使
用
時
の
ル
ー
ル
作
り
や
情
報
モ

ラ
ル
教
育
も
重
要
で
あ
り
、
携
帯
電
話

や
ス
マ
ホ
の
使
い
方
も
合
わ
せ
て
子
ど

も
た
ち
と
学
ぶ
機
会
を
持
ち
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
健
康
と
学
び
を
守
る
た
め
に
、

今
回
の
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
を
活
か

し
て
い
き
た
い
。

教
育
関
係
者
と
の
懇
談
会

天
竜
川
東
側
の
村
域
（
北
殿
地
区
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議
会
だ
よ
り
を
通
し
て

私
た
ち
議
員
の
活
動
を
少

し
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

よ
り
親
し
み
や
す
く
読
み

や
す
い
誌
面
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
さ
ん
た
ち
の
ご
協
力

も
得
な
が
ら
、
議
員
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

今
号
で
５
回
目
の
『
き

ら
き
ら
村
の
仲
間
た
ち
』

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
堅
い
イ

メ
ー
ジ
の
議
会
だ
よ
り
を

柔
ら
か
い
雰
囲
気
に
し
て

く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
、
モ

ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
も
好
評

で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

原
稿
作
成
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
！

編
集
委
員

笹
沼

美
保

発
行
責
任
者
／
議
長

百
瀬
輝
和

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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